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開催日 令和 元年８月１０日（土） 

実施場所 山梨大学甲府キャンパス Ａ２－２１教室 

受講対象者 中学生 

参加者数 中学生２６人 

交付申請書に記

載した募集人数 
２０人 

プログラムの目的 

身近な存在である振動現象の特性を理解し、活用することを、クレーンシミュレータを用いた操作実験や振

り子の固有周期測定実験などの体験を通じて学習してもらうことを目的とする。このプログラムを通じて、科学

的知見を用いることで身近な現象を理解し、利用できることを学んでもらい、就学意欲を高めることが狙いであ

る。また、研究室見学を通じて、最新のロボット制御技術を見学することで、受講生やその保護者が大学での

教員や学生の活動を知ってもらい、大学での研究開発活動の有用性を認識してもらうことを目的とする。 

プログラムの実施の概要 

（１）受講生に分かりやすく科研費の研究成果を伝えるために、また受講生に自ら活発な活動をさせるために

プログラムを留意、工夫した点 

・受講生に楽しんでもらい、かつわかり易く振動現象を理解できるように、講義の早い段階でクレーンシミュレ

ータを用いて、荷物の揺れを抑えるクレーン操作体験を実施した。受講生３名に対して１台のパソコンを用

意し、全員が５回以上クレーンシミュレータを体験できるように準備した。その結果、荷物を揺らさずに搬送

することの難しさを体験し、揺らさずに搬送するには振動現象を理解することが重要であることを受講生全

員に認識してもらった。 

・平成 30年度から導入した「振り子の振動周期計測実験装置」は、受講生から「受講生全員が実験に取り組

めた方が良い」との意見を基に開発した教材である。受講生一人一人に実験装置を提供することで、受講

生全員が振動周期の計測実験を実施でき、振動の特徴を理解できる。しかし、昨年度までの実験装置で



は、振り子の振動回数を正確に測定することが困難な受講生が多く見られた。そこで、今年度は、振り子の

振動周期計測実験装置に光電スイッチとマイコンを用いた振動回数表示機能を追加し、正確に振動周期を

計測できるようにした。 

 

（２）当日のスケジュール 

9:30-10:00 受付（甲府キャンパス Ａ２号館玄関前集合） 

10:00-10:20 開講式（あいさつ，オリエンテーション，科研費の説明） 

10:20-10:45 講義「振動現象の紹介と振動抑制制御技術の紹介」 

10:45-11:30 実験「クレーンシミュレータを用いたクレーン操作実験」 

11:30-12:00 講義「振動特性に関する講義」 

12:00-13:00 昼食（大学生や先生とフリートーク） 

13:00-13:45 実験「振動特性の計測」 

13:45-14:15 講義「振動を抑制しつつ、高速搬送する方法の講義」 

14:15-14:45 実験「振動を抑制しつつ、高速搬送する方法を実験」 

14:45-15:45 研究室見学（制御・ロボット技術の最新成果の見学）＆休憩 

15:45-16:05 ロボット技術に関する質問、フリートーク 

16:05-16:30 修了式（アンケート記入・未来博士号授与・集合写真撮影） 

16:30     解散 

 

（３）実施の様子 

最初に実験映像等を交えながら振動についての紹介を行い、その後、クレーンシミュレータで、荷物の揺れ

を抑制する操作技能をゲーム感覚で習得し、なぜ振り子の揺れを抑制できるのかを可能な限り数式を使わず

に、わかり易く講義した。受講生は振動現象をシミュレータを用いた実験を通じて体験し、振動に対して興味を

もち、積極的に振動に関する講義に取り組んでいた。また、昨年度と同様に、振り子の振動周期を計測する実

験を受講生全員が取り組めるように簡便な実験装置を製作し、受講生全員に配布した。昨年度までは、振り

子の振動回数の測定で正確に測定できない受講生が多く見受けられた。そこで、今年度は光電スイッチとマイ

コンを用いて振り子の振動回数を表示する機能を実験装置に追加した。その結果、正確に振動周期を計測で

きる受講生が増えた。そして、振動現象が身近なものであることを本プログラムを通して実感したようである。

研究室見学では最新の研究成果を見学でき、アンケートでも受講生や保護者から好評を得ていた。 

   

         講義風景            クレーンシミュレータ体験      振り子の周期計測実験 



   

   振り子の振動周期計測装置          研究室見学                集合写真 

 

（４）事務局との協力体制 

広報の方法や経費の執行について、事務局と密に連携を取りながら進めた。会計課が委託費の管理と支

出報告書の確認を行い、研究推進課が振興会への連絡調整と提出書類の確認・修正等を行った。工学域支

援課が会場手配やスケジュール管理を行った。 

 

（５）広報活動 

以下の広報活動を実施した。 

 ・代表者の研究室ホームページに案内を掲載した。 

 ・甲府市の小中学校の教頭が集う教頭会にて、イベントのパンフレットと昨年度の実施報告書を配布し、イベ

ントの紹介を行った。 

 ・パンフレットとポスターを作成し、甲府市教育委員会、甲斐市教育委員会、笛吹市教育委員会、山梨市教

育委員会の協力の下、甲府市、甲斐市、笛吹市、山梨市の全ての中学校に配布した。パンフレットは、全生

徒に配布できる部数（13,000部）を準備した。 

 ・甲府市内の国立、および私立の中学校を直接訪問し、パンフレットとポスター、昨年度の実施報告書を配

布した。パンフレットは、全生徒に配布できる部数を準備した。 

 ・甲府市近隣の中央市、昭和町、北杜市の中学校に、パンフレットとポスター、昨年度の実施報告書を郵送

した。パンフレットは、全生徒に配布できる部数を準備した。 

 ・山梨県立科学館と県立図書館、甲府市立図書館にパンフレットとポスターを配布した。 

 

本プログラムは今年で６年目であり、甲府市近隣の中学校でも認識されるようになったようで、プログラム参

加申し込みの受付開始から１４日間で３０名に達し、申し込み受付を早期に締め切った。 

 

（６）安全配慮 

・実験中に、代表者や協力学生が受講生に目を配り、けがの無いように細心の注意を払った。 

・協力学生の中から空調管理者を決め、室内温度を最適に調整した。 

・講義中の水分補給を促した。 

・受講生全員の傷害保険に加入した。 

・天候などによるイベント開催の可否を明確にし、受講生が余裕をもって来場できるように、イベント開始の３

時間前の７時にイベントホームページ上でお知らせする旨を事前配布資料に掲載した。 

 

 

（７）今後の発展性、課題 

・振り子の振動周期計測の実験装置に光電センサとマイコンを用いた振り子の振動回数表示機能を追加する

ことで、正確に振動周期を計測できる受講生が増えた。また、マイコンのソースプログラムをテキストの付録



 

として掲載することで、受講生が自主的に実験装置を改良できるようにした。しかし、ソースプログラムの書

き換え方法などがわからず、改造するのは難しいとの声があった。今後の発展を考慮して、サンプルプログ

ラムの提供や書き換え手順を示した資料を準備することが望ましい。 

・フリートークの時間に質問を促したが、あまり活発な質問は得られなかった。フリートークの前に質問用紙を

配布し、質問用紙の内容を基にフリートークを進行した方が良い。 

・今回のようなイベントをもっと増やしてほしいとの声が受講生のみならず、保護者からも多く挙がっていた。ア

ンケートで複数日実施することについての意見を集めて、開催日数を検討したい。複数日実施の場合は、

マイコンプログラムを含む実験装置の改造などを課題として実施すると受講生も楽しく、やり甲斐のあるイベ

ントになると思われる。 

・本プログラムは、身近な存在でありながら理解することが困難な振動現象を数式を使わずに体感するような

実験を行っており、その活動において、クレーンシミュレータや振り子の振動周期計測実験装置などの振動

現象を体感できる実験教材が開発されている。これらの実験教材はイベントを通じて改良されている。これ

らの実験教材をさらに改良し、だれでも振動現象を体感できる実験装置として発展させていくことを考えてい

る。 

 


